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チェック内容 ：部分泊拭 （上肢，背部）＋寝衣交換 （和式哀衣）
2段階チェック基準 「できた」 ．〇，「てきない ・不十分」 ：x 
＼ チェック項目 部位 チェック
狛、オ 1 必要物品を禅備する（パケツ，洗面器，ピッチャー，石
／ 誠ウォノシュクロス， バスタオル，新聞紙，温度計）
2 作業しやすい位閻に物品を罰く ／ 
3 湯の温度の確認をする (50-52゚C) ／ 
拭 4 室温を調節し，患者に開始することを伝える ／／  
5 タオルケットの下で両袖を脱がせる ／／  
6 i易の交換は背部涼拭の前に行う ／／  
7 側臥位になった時はベット柵を利用する ／ 








C タオル（ウォ ッシュクロス）の端がプラプラしない 近位ように用いる
背部
遠位















衷 9 側臥位のまま，患者に更衣の説明や動作の声掛けをしな ／ がら行う
衣 10 背部が露出しないように新しい哀衣の片袖を通す ／／  
交 11 正中線に疫衣の中心を合わせ，背部に衷衣と紐を押し込!/ む
換 12 仰臥位にする ／ 
13 背部を浮かし，背中の破をのばすように衷衣をひっぱり， ／ もう一方の片袖を通す
14 左前に身ごろを合わせて紐を横結ぴにする ／／  


















スト （表 1)を学生に配布し，約 1ヶ月間自由に自己 ＊ 消拭＋寝衣交換の全過程を20分以内に実施する 分
練習を実施してもらった．学生は，練習毎にチェ ック
リストに 自已評価を記入した．その後， 1回目の技術































































は，平均値土標準偏差で表した． 1回目・ 2回目の自 0 
己評価得点•他者評価得点については二元配置分散分
析を行った． 1回目 と2回目の練習回数，技術項目別
の 1 回目と 2 回目の自已評価•他者評価得点， 自已評
価と他者評価のズレの比較にはウィルコクスン検定を，
自己評価と自尊感情の関連はマンホイット ニー検定を
















（回） 亡二］ 1回目 ［二］ 2回目
5 7 ／* ］ n =46 









゜ 消拭・寝衣交換（満点39) シーツ交換 ・体位変換（満点42)





二自己評価 1回目 二 他者評価 1回目


























* : P < 0.05 
図 4 自己評価傾向の変化
27.9土2.4点，尿便器更新が19.9土3.5点から21.1土2.9



















なった (p<O. 05)． 自己他者一致群はシーツ交換・体
位変換の 1項目のみ， 自己過小評価群は清拭 ・寝衣交
換とシーツ交換・体位変換の 2項目において，他者評








































□ " ＊ 
「
消拭 ・衷衣交換 シーツ交換 血圧測定
・体位変換
(n = 18) (n = 20) (n = 12) 
〈自己他者一致群〉
三
消拭 ・寝衣交換 シーツ交換 血圧測定
・体位変換
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゜
＇ 
消拭 ・寝衣交換 シーツ交換 血圧測定 尿便器更新
・体位変換
(n=)9) (n =16) (n =!3) (n =9) 
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